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艸建築工房
SOU ARCHITECTURAL FACTORY
代表取締役 横畠康
社員 ：１１名
所在地：高知県高知市

業務：建築の企画・設計・監理並びに調査
ZEBプランナー
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■木の消費を増やす目的

→ 地球保全・温暖化
→ 木の成長過程におけるCO2吸収
→ 森林整備が必要
→ 森の循環
→ 木の消費と再造林を増やし、弾み車の維持

環境ミッション

なぜ、今木造なのか？

■木造を選択する意義と向き合う

・木造が流行っているように思うから。
・木造で建てた方がメディア受けして名声があがり、次につながりそうだから。
・発注要件がたまたま木造だったから。

→ 無理やり木造の選択肢を乱用すると、息切れしてしまう。
なぜ今木造なのか？を、各々の立場で振り返るようにする。
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なぜ「ＣＬＴ」？

→非木造の「木造化」が目的

CLT利用は手段のひとつである。
木造化は、CLT単体での普及活動では社会実装の拡大にはつながらない。
流行っているからでは、疲弊し、やがて敬遠されてしまう。
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CLT

多種多様の空間や規模に応える建築素材の一つとして「ＣＬＴだからできる可能性」があれ
ば採用し、逆にＣＬＴ以外でもできることは他の選択肢を行う。

つまり、計画段階で「ＣＬＴの採用」にこだわっているのではなく、ＣＬＴだからできることという
「ＣＬＴの使い方」を重要視しています。多少工事費が高くなっても、発注者の価値向上につ
ながれば提案。あとは意思決定。採用してよかったと思える建築・空間をめざします。

SOU ARCHITECTURAL FACTORY

設計手法
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発注者にとって、予算とは＝投資。投資に対してどうこたえるか。

コストとをどう考えか。
①本来必要である構造要素（柱・梁など）をまとめる。
②本来必要である仕上要素（天井・床など）を兼ねる。
③上記をとても自然にかつ合理的に、デザインに昇華させる。

多少高くなっても、代替の利かない建築・空間
→資産価値向上につながる。
木造でやってよかった！の選択肢につなげる。

SOU ARCHITECTURAL FACTORY

設計手法

6



SOU ARCHITECTURAL FACTORY

これまで２０件以上の事例から
部位別のCLT採用事例を紹介
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３層通し壁
貫工法
矩形壁

ＣＬＴ事例（構造体利用）

折板屋根
壁兼用屋根
シザーストラス
反り屋根

張弦床床

壁

屋根

CLT。実は様々な使い方ができる素材。あくまで、調理人のレシピ次第 8



三方向を受ける
台形型ＣＬＴパネル・

四万十市立具同保育所
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構造計画
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ＣＬＴパネル(変形前)
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具同保育所
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具同保育所

２００人の子供たちが、雨の日も自由に走り回れる。６０ｍのＣＬＴトンネル。

13



SOU ARCHITECTURAL FACTORY

具同保育所
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SOU ARCHITECTURAL FACTORY

具同保育所
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SOU ARCHITECTURAL FACTORY

具同保育所
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SOU ARCHITECTURAL FACTORY

具同保育所
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SOU ARCHITECTURAL FACTORY

具同保育所
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具同保育所

随所にお気に入りの居場所がある。
幼少期の記憶に残る大きな家の存在として。
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具同保育所
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SOU ARCHITECTURAL FACTORY

具同保育所
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SOU ARCHITECTURAL FACTORY

津野町役場
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SOU ARCHITECTURAL FACTORY

津野町役場
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SOU ARCHITECTURAL FACTORY

津野町役場
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